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ご 
挨 

拶 

理
事
長 

小 

島 

蘭 

幸 
 

 

謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
全
国

各
地
で
句
会
、
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
22
日
に
は
、
石
川

県
七
尾
市
文
化
ホ
ー
ル
で
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
２
３
第

38
回
国
民
文
化
祭
・
第
23
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
、
出
席
者
三
百
名
を
越
え
る
盛
会
で
し
た
。
私
は
二
泊
三
日
で
出
席

し
て
古
い
街
並
を
散
策
、
美
味
し
い
鮨
を
堪
能
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。 

  
 
 
 
 

文
部
科
学
大
臣
賞 

 

い
の
ち
み
な
生
き
て
ひ
と
つ
に
な
る
祭
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

青
森
県 

岩 

崎 

眞
里
子 

  

令
和
６
年
元
旦
、
私
は
麻
生
路
郎
の
ふ
る
さ
と
、
尾
道
千
光
寺
へ
初

詣
に
行
き
ま
し
た
。
家
内
安
全
と
書
い
た
ロ
ー
ソ
ク
に
火
を
と
も
し
、

全
国
各
地
の
川
柳
大
会
が
無
事
開
催
さ
れ
ま
す
よ
う
に
と
お
願
い
致

し
ま
し
た
。 

 

初
詣
か
ら
帰
っ
て
ほ
っ
と
一
息
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
て
暫
く
す
る
と

そ
の
時
で
し
た
、
緊
急
地
震
速
報
が
流
れ
た
の
は
。
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
の
切
羽
詰
ま
っ
た
声
、「
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
、
た
だ
ち

に
安
全
な
場
所
に
避
難
し
て
下
さ
い
」
耳
を
疑
い
ま
し
た
が
そ
れ
は

現
実
で
し
た
。
石
川
県
、
能
登
半
島
震
度
７
、
国
民
文
化
祭
を
し
た
ば

か
り
の
七
尾
市
の
映
像
に
涙
が
あ
ふ
れ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興
を

願
う
ば
か
り
で
す
。 

 

さ
て
今
年
は
、
現
在
全
日
本
川
柳
誌
上
大
会
（
令
和
柳
多
留
第
５
集

通
巻
26
号
）
と
第
17
回
川
柳
文
学
賞
を
募
集
中
で
す
。
ど
ち
ら
も
締

め
切
り
は
一
月
末
日
で
す
。
ご
応
募
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

６
月
16
日
に
は
、
第
47
回
全
日
本
川
柳
２
０
２
４
年
広
島
大
会
、

11
月
10
日
に
は
、
第
39
回
国
民
文
化
祭
ぎ
ふ
２
０
２
４
「
川
柳
の

祭
典
」
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
出
席
し
て
憧
れ
の
川
柳
作
家
の
生
の
披

講
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。 

 

最
後
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
全
日
本
川
柳
協
会
は
現
在
、
加
盟
柳

社
の
増
加
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ご
紹
介
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
ま
た
常
任
幹
事
へ
の
推
薦
も
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

令
和
６
年
、
厳
し
い
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
が
、
手
を
取
り
合
っ

て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

日
川
協
通
信
（
130
） 

 

令
和
６
年
２
月
１
日 

 

一
般
社
団
法
人 

全 

日 

本 

川 

柳 

協 

会 

〒

-
 

大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
丁
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
一
䢣
一
一
䢣
九
〇
五 

 

電 

話 

（
０
６
）
６
３
５
２
䢣
２
２
１
０ 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
０
６
）
６
３
５
２
䢣
２
４
３
３ 

 

振
替
口
座 

０
０
９
７
０
䢣
９
䢣
３
５
７
５ 

http://www. 
nissenkyou.or.jp 
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場 

所
＝
プ
レ
ミ
ア
ム
ホ
テ
ル
キ
ャ
ビ
ン
大
阪 

定
足
数
の
確
認
の
あ
と
議
事
録
署
名
者
選
出 

 

議 

案 

議
案
第
１
号 

令
和
６
年
度 

 
 

 
 

 
 

 

事
業
計
画(

案)

承
認
の
件 

議
案
第
２
号 

令
和
５
年
度 

 
 

 
 

 

収
支
補
正
予
算(

案)

承
認
の
件 

議
案
第
３
号 

令
和
６
年
度 

 
 

 
 

 
 

 

収
支
予
算(

案)

承
認
の
件 

議
案
第
４
号 

常
任
幹
事
推
薦
の
件 

そ
の
他 

  

第
１
号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案
、
そ
の
他
ま

で
慎
重
審
議
の
結
果
、
議
長
の
報
告
通
り
可
決

成
立
。
最
後
に
議
長
か
ら
謝
辞
を
述
べ
午
後
２

時
30
分
に
閉
会
し
た
。 

 

 
令
和
５
年
度
（
12
月
８
日
） 

 
 
 

東
西
合
同
常
任
幹
事
会 

 
 
 

第

３

回

理

事

会 

  

◎
入
賞
句 

 
 

文
部
科
学
大
臣
賞 

い
の
ち
み
な
生
き
て
ひ
と
つ
に
な
る
祭
り 

 
 

青 

森 

岩
崎
眞
理
子 

 
 

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞 

て
っ
ぺ
ん
に
立
て
ば
迷
子
に
な
る
ら
し
い 

 
 

奈 

良 

加
藤
江
里
子 

 
 

石
川
県
知
事
賞 

傷
つ
い
て
お
い
で
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
焼
け
た 

 
 

愛 

媛 

正
岡 

鏡
花 

 
 

石
川
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

戦
争
と
平
和
を
兼
ね
る
武
器
ら
し
い 

 
 
 
 

北
海
道 

飯
田 

活
魚 

 
 

七
尾
市
長
賞 

緞
帳
が
下
り
る
瞬
間
ま
で
祭
り 

 
 
 
 
 

 

青 

森 

髙
瀨 

霜
石 

 
 

七
尾
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

七
難
を
か
く
す
と
僕
が
消
え
ま
し
た 

 
 
 
 

石 

川 

表 

よ
う
子 

 
 

全
日
本
川
柳
協
会
理
事
長
賞 

祭
り
で
す
白
で
生
ま
れ
て
白
で
死
に 

 
 
 
 

北
海
道 

田
中 

良
積 

先
端
に
い
る
の
は
命
あ
る
兵
士 

 
 
 
 
 

 

岐 

阜 

毛
利
ま
さ
子 

 
 

石
川
県
川
柳
協
会
会
長
賞 

泥
水
も
火
の
粉
も
今
の
あ
り
が
と
う 

 
 
 
 

石 

川 

竹
中
つ
る
子 

モ
ナ
リ
ザ
は
き
っ
と
モ
ン
ペ
が
似
合
う
は
ず 

 

茨 

城 

小
島 

一
風 

第３８回 国民文化祭いしかわ２０２３ 
文華の粋を詠う ㏌ 七尾市 川柳の祭典（令和５年１０月２２日） 

事前投句１，３８８名、当日投句３６３名 
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日 

時 

令
和
６
年
６
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時
開
場 

 

会 

場 

Ｊ
Ｍ
Ｓ
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ 

 

〒
７
３
０-

０
８
１
２ 

広
島
市
中
区
加
古
町
４
番
17
号 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
２
（
２
４
４
）
８
０
０
０ 

 

交
通
機
関 

 

Ｊ
Ｒ
広
島
駅
南
口
か
ら 

市
内
バ
ス
䢧
広
島
バ
ス
24
番
路
線 

吉
島
営
業
所 

 
 
 

 
 
 

ま
た
は
吉
島
病
院
行
加
古
町
下
車
（
２
０
０
ｍ
） 

 

市
内
電
車
䢧
宇
品
行
（
紙
屋
町
経
由
） 

市
役
所
前
下
車
（
６
０
０
ｍ
） 

 
 
 

 
 
 

江
波
行 
舟
入
町
下
車
（
４
０
０
ｍ
） 

 

タ
ク
シ
ー
䢧
広
島
駅
新
幹
線
口
か
ら
約
２
０
分 

 

主 

催 

一
般
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会 

 
 
 

 

第
47
回
全
日
本
川
柳
２
０
２
４
年
広
島
大
会
実
行
委
員
会 

 

宿 

題 

第
一
部
（
事
前
投
句
・
４
月
15
日
締
切 

当
日
消
印
有
効
） 

  

一
般
（
高
校
生
も
含
む
）
部
門 

 
 

「 

再 
 

び 

」
鴨 

田 

昭 

紀 

選
（
広 

島
） 

「 

ワ
イ
ル
ド 

」
小 

林 

信
二
郎 

選
（
山 
梨
） 

 
 

「 

仕 

え 

る 

」
間
瀬
田 

紋 

章 

選
（
宮 
崎
） 

「 

焦 

げ 

る 

」
高
橋 

み
っ
ち
ょ 

選
（
北
海
道
） 

  

ジ
ュ
ニ
ア
（
小
中
学
生
）
部
門 

 
 

「 

ふ
た
た
び 

」
名 

雪 

凛 

々 

選
（
千 

葉
） 

「 

こ 

げ 

る 

」
瀧 

尻 

善 

英 

選
（
青 

森
） 

 
 

「 

自 

由 

吟 

」
真 

島 

久
美
子 

選
（
佐 

賀
） 

 
 
 

（
自
由
に
作
る
） 

 

投
句
料 

一
、
〇
〇
〇
円
（
定
額
小
為
替
・
現
金
書
留
）
を
同
封
し
て 

下
記
あ
て
に
郵
送
ま
た
は
郵
便
振
替
口
座
へ
送
金
の
こ
と
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

（
当
日
消
印
有
効
） 

 
 
 

 

※
小
中
高
生
は
投
句
料
無
料 

投
句
先 

〒
５
３
０-

０
０
４
１ 

 
 

 
 

大
阪
市
北
区
天
神
橋
２
丁
目
北
１-

11-

９
０
５ 

 
 

 
 

一
般
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会 

宛 

 
 

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６
（
６
３
５
２
）
２
２
１
０ 

 
 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
（
６
３
５
２
）
２
４
３
３ 

 
 

 
 

郵
便
振
替
口
座 

０
０
９
７
０-

９-

３
５
７
５ 

 
  
 

 
 
 

 
 
 

全
日
本
川
柳
広
島
大
会
実
行
委
員
長 

 

弘 

兼 
 

秀 

子 
 

宿 

題 

第
二
部
（
当
日
投
句
・
11
時
締
切
） 

 
 

「 
 

矢 
 

」
平 

井 

美
智
子 

選
（
大 

阪
） 

 
 

「 
 

百 
 

」
大 

石 

一 

粋 

選
（
秋 

田
） 

 
 

「 
 

酒 
 

」
新 

家 

完 

司 

選
（
鳥 

取
） 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

各
題
二
句
、
当
日
配
布
の
句
箋
に
記
入 

 

第
二
次
選
者 

江 

畑 

哲 

男
（
千 

葉
） 

平 

田 

朝 

子
（
熊 

本
） 

 
 

 
 
 

 

佐 

藤 

美 

文
（
埼 

玉
） 

三 

上 

博 

史
（
栃 

木
） 

 
 

 
 
 

 

西 
 

 

美
和
子
（
兵 

庫
） 

 

参
加
費 

四
、
〇
〇
〇
円
（
参
加
費
・
昼
食
代
含
む
） 

 

大
会
の
問
い
合
わ
せ
先 

 
 

 

〒
７
２
３-

０
０
１
６ 

三
原
市
宮
沖
４
丁
目
４
番
３
号 

蔀 

帆
子 

方 

 
 

 

第
47
回
全
日
本
川
柳
２
０
２
４
年
広
島
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
４
８
（
６
７
）
９
０
６
２ 

 
 

 

郵
便
振
替
口
座 

０
１
３
９
０-

８-

１
１
３
５
２
３ 

 
 

 
 
 

 

第
47
回
全
日
本
川
柳
協
会
２
０
２
４
年
広
島
大
会
実
行
委
員
会 

 

〈 

表
彰
式
典
の
ご
案
内 

〉 
 

表
彰
式
典
＝
川
柳
大
会
同
一
会
場
に
て 

午
後
か
ら
予
定 

 
（
川
柳
文
学
賞
・
功
労
者
・
令
和
柳
多
留
入
賞
者
・
大
会
10
回
連
続
参
加
者
） 

 

◎
宿
泊
に
関
し
ま
し
て
は
、
会
場
付
近
に
は
ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト
ホ
テ
ル
広
島
、

ホ
テ
ル
エ
ス
プ
ル
広
島
平
和
公
園
、
ド
ー
ミ
ー
イ
ン
広
島
な
ど
の
ホ
テ
ル
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
ご
自
身
で
の
お
手
配
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

第 47 回全日本川柳 2024 年広島大会 
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  川柳作品募集要項（概要） 

日  時／ 令和６年１１月１０日（日）９時３０分開場 

場  所／ 岐阜市民会館 大ホール 
      〒５００－８８１２ 岐阜市美江寺町２丁目６番地 

      電話：０５８－２６２－８１１１ 

交通アクセス 

 岐阜バス JR 岐阜駅・名鉄岐阜駅から乗車 

 「市民会館・裁判所前」下車すぐ 

 駐車場無し（周辺の有料駐車場をご利用下さい。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前投句１，０００円、当日投句１，０００円 

（ただし、海外投稿者、障がい者手帳の写しを添付された方は無料） 

 

             （二句詠・当日消印有効） 

令和 6年 5月 1日(水)～7 月 31 日(水) 松代 天鬼（愛 知） 

「天  下」… 荒川八州雄（愛 知） 坂下  淸（富 山） 

「ペーパー」… 大嶋都嗣子（三 重） 浪越 靖政（北海道） 

「つ な ぐ」… 赤池 加久（石 川） 駒木 香苑（福 島） 

「演  劇」… いしがみ鉄（東 京） 岡田  篤（兵 庫） 

          （11 時 00分締切） 

「ア ニ メ」… 北山まみどり（青 森） 

「  座  」… くんじろう（大 阪） 

「飼  う」… 弘兼 秀子（広 島） 

 

〒530‐0041 
大阪市北区天神橋 2丁目北 
1-11-905 
一般社団法人全日本川柳協会 
TEL(06)6352‐2210 
FAX(06)6352‐2433 

 

 

 

川柳の祭典 
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詳しくは、日川協のＨＰへどうぞ。 

 
 
https:/ /nissenkyou.or.jp/topictopic/toyamakenjunia/ 
  



- 6 - 

  

編 

集 

後 

記 
 

☆
「
案
ず
る
よ
り
産
む
が
易
し
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。
皆
さ
ん
ご
存
知
の
通

り
、「
あ
れ
こ
れ
心
配
す
る
よ
り
も
、
実
際
に
や
っ
て
み
た
ら
案
外
簡
単
だ
っ
た
、

上
手
く
運
べ
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
箴
言
が
過
日
の
東
日
本
の
常
任
幹
事

会
で
飛
び
出
し
た
。
関
東
の
あ
る
句
会
の
代
表
者
が
初
め
て
の
誌
上
大
会
を
成
功

さ
せ
た
、
そ
の
報
告
の
枕
詞
と
し
て
使
わ
れ
た
の
が
こ
の
言
葉
。
こ
の
報
告
を
出
席

者
全
員
が
嬉
し
く
聞
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

☆
さ
て
、
コ
ロ
ナ
が
明
け
て
「
い
よ
い
よ
」
だ
。
本
格
的
な
川
柳
活
動
や
イ
ベ
ン
ト

の
再
開
に
向
け
て
、
大
い
に
奮
闘
し
て
い
こ
う
！ 

そ
の
際
「
案
ず
る
よ
り
産
む
が

易
し
」
を
合
い
言
葉
に
し
て
。 

☆
所
詮
、
何
を
ヤ
ル
に
も
大
変
な
の
だ
。
苦
労
が
伴
う
。
ど
う
せ
ヤ
ル
な
ら
、
や
ら

な
き
ゃ
イ
ケ
ナ
イ
こ
と
な
ら
、
楽
し
く
や
っ
て
い
き
た
い
。
仲
間
は
全
国
に
い
る
。

進
ん
だ
実
践
、
参
考
に
な
る
資
料
も
少
な
か
ら
ず
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
欲
し
い
の

は
人
材
と
お
金
だ
。
こ
ち
ら
も
率
直
に
大
胆
に
訴
え
な
が
ら
、
進
ん
で
い
こ
う
！ 

☆
数
年
来
、
日
川
協
で
は
可
能
な
限
り
の
「
見
え
る
化
」
を
図
っ
て
い
る
。
元
気
を

貰
え
そ
う
な
実
践
は
順
次
紹
介
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。
一
番
新
し
い
と
こ
ろ

で
は
国
民
文
化
祭
い
し
か
わ
の
作
品
集
。
そ
こ
に
は
、
特
別
寄
稿
「
台
湾
川
柳
会
と

私
」（
杜
青
春
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
日
川
協
の
機
関
誌
に
外
国
の
川
柳
人
が
執

筆
す
る
の
は
た
ぶ
ん
初
め
て
。
し
か
も
、
出
色
の
出
来
映
え
だ
。
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
お

読
み
い
た
だ
き
た
い
。 

☆
そ
の
台
湾
川
柳
会
で
は
、
来
る
３
月
３
日
（
日
）
創
立
30
周
年
記
念
大
会
を
台

北
市
で
開
催
す
る
。
日
本
以
上
の
高
齢
化
に
悩
み
な
が
ら
も
、
若
い
世
代
へ
の
新
鮮

で
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
試
み
て
い
る
ら
し
い
。
日
本
の
川
柳
仲
間
で
杜
青

春
さ
ん
を
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
。
ぜ
ひ
応
援
し
て
い
き
た
い
。 

☆
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
月
一
日
に
発
生
し
た
能
登
地
震
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
、
被
災
さ
れ
た
す
べ
て
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
国
文

祭
い
し
か
わ
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
は
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
、
国
文
祭
が
大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
事
務
局
長 

江
畑
哲
男
） 

今
後
の
全
国
大
会
予
定 

 

▼ 

広 
島 

 
 

 

２
０
２
４
年
６
月
16
日
（
日
） 

 
 

 

Ｊ
Ｍ
Ｓ
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ 

 

今
後
の
国
民
文
化
祭
予
定 

 

▼ 

岐 

阜 
 

 
 

２
０
２
４
年
11
月
10
日
（
日
） 

 
 

 

岐
阜
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル 

 

▼ 

長 

崎 
 

 
 

２
０
２
５
年
秋
（
長
崎
市
） 

 

▼ 

高 

知
（
内
定
） 

 
 

 

２
０
２
６
年
秋 

地震に遭われた皆様に謹んでお見舞い申し上げます 

句
集
を
出
し
た
ら 

日
川
協
・
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館 

国
会
図
書
館
に
寄
贈
し
ま
し
ょ
う 


